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1･　合成繊 維は， 概し て物理的 性質に優れているが，

弾性及び ドレ ープ性 が低い。 そこで，ナイロンにも何ら

かの加工を施 こし て，弾力 に富み，優雅な感触で，物理

的性質 も低下し ない ものがえられるか，調べてみた。こ

こでは肌着 を対 象とし,   4 種類 の組織の編地について，

実験し た。

2.　試料:70  D,   12 F,  20T/M の ナイ ロン・フ ィ ラ

メントで， 天竺，フライス，ス ムース，ト リコ ット の４

種類 の組 織で，密度を数段階にして編立 てた。方法:4

種 の薬 品を， 個々で，また組合わせて使用し，濃度・温

度 ・時 間をかえ，更に超音波を照射し て，処理 による感

触・伸縮・物理的 性質の変化等につき，吟味し た。

3.　組織に より異 なっ た結果がえ られ てい るが，共 通

し てつぎのこ とが結論され る。(1) 処理 により顕著な収

縮が生じ ると共に，感触 の変化が みら れるい2) 引張 強

度・伸度も増大し，吸湿性 も若干 増加 の傾向にある。（3)

薬品の濃度・温 度の影響 は大きい が，処理時 間の影響，

超音波 照射 の効果 は少ない。(4) 処理後の変化 は，耐洗

濯性で あるが，洗濯時に汚 染が著しい ことから，染料を

吸着し やすくなっている と考えられる。ただし，標準の

湿度では， 静電気 のため編立てが難かしく，目の揃った

ものが得にくい ため,  Tension を かけて処理し た。


